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すると考えられていたが 1、2）、仏 Rouen 大学病院セン
ターの Plantierらは、在仏の女性からゴリラのウイル
ス由来とみられるHIV─1を検出し、新種のウイルスと





HIV─1の 3 つの亜型、group M（major）、O（outlayer）、
N（non-M/non-O、new）と区別するために、Plantier









見出された SIV（これを SIVcpz と呼ぶ）のそれと酷似
しているため、チンパンジー由来であるという説が唱え
られていた 1、2）。









遺伝子の一部を標的とした RT─ PCR 法を実施した
が 注 2）、遺伝子は検出されず、group O でないことも判
明した。次に、亜型を限定せずに、HIV─1 遺伝子全






た HIV─1 は SIVgor 由来の新たな系統とみなされ、
新種のウイルスと結論づけられた。











1）　Chimpanzee reservoirs of pandemic and nonpandemic HIV─1. Science 2006 Jul 28；313（5786）：523-6
2）　「HIV─1 に酷似するウイルスをもつ野生のチンパンジーを発見」　科学技術動向、No.64、2006 年 7 月号
3）　A new human immunodeficiency virus derived from gorillas. Nature Medicine 2009 Aug 2, Epub ahead of print
4）　Human Immunodeficiency viruses：SIV infection in wild gorillas. Nature 2006 Nov 9；444（7116）：164
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トピックス2　ロシアにおけるスー パ コーンピュー タの開発強化の動き




























　今回の一連の報道 2）によると、ロシアは、スー パ コーン
ピュー タの開発および利用面での遅れを深刻に捉えてお











3）　「中国におけるスーパーコンピュー夕の自主開発への動き」科学技術動向、No.95、2009 年 2 月号
4）　http://www.top500.org
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図表 2　ロシアのスーパーコンピュータの現状
出典：参考文献4）
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トピックス3　Si導波路に働く光斥力の実証
　米国 Yale大学のM. Liらは、2本の Si導波路を伝わる光の位相差を連続的に制御することにより、同




　米国 Yale大学のM. Liらは、2 本の Si 導波路を伝わ
る光の位相差を連続的に制御することにより、同位相の
時には光引力が、逆位相（位相差 180 度）の時には光斥










































1）　Mo Li, W. H. P. Pernice, H. X. Tang, Nature Photonics Vol. 3（2009 august）p.464-468
2）　Mo Li, et. al. Nature Vol. 456/27（2008 November）p.480-484
 情報通信分野	 TOPICS	 Information & Communication
శ౉ജ㩷 శ಴ജశ⚿วㇱ䋨ᝄേㇱ䋩45µm 12µm ዉᵄ〝ዉᵄ〝図表 1　Si 導波路で作成された干渉計の平面図
図表 2　2つの Si 導波路に働く力
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Radiation-Transport Model of Aerosol Species：
SPRINTARS）数値シミュレーションと、レーザーレー




ムを用いて、2007 年 5 月 8 ～ 9 日に中国タクラマカン
砂漠で発生した大規模なダストの輸送現象を解析した
結果、ダストは上空 8 ～10km の対流圏上部まで運ば
れ、偏西風にのって約 13 日で地球を一周することが
明らかになった（図表）。SPRINTARS 数値シミュレー





















1）　「黄砂現象に関する最近の動き」科学技術動向、No.64、2006 年 7 月号
2）　Uno, I, K. et al, Asian dust transported one full circuit around the globe, Nature Geoscience, Vol.2,
　　No. 8, DOI：10.1038/NGEO0583, 2009.
3）　鷲見芳彦「微細藻類（マイクロアルジェ）が開く未来」、科学技術動向、No.102、2009 年 9 月号
4）　九州大学プレスリリース：http://www.kyushu-u.ac.jp/pressrelease/2009/2009-07-16.pdf
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ർᭂ図表　ダストの輸送状況
参考文献4）を基に科学技術動向研究センターにて作成

















































1）　「グラフェンの電子デバイスへの応用技術で大きな進展」科学技術動向 No.96, 2009 年 3 月号
2）　Y. Zhang, et al.：“Direct observation of a widely tunable bandgap in bilayer graphene” Nature, 
　　Vol. 459, 820-823（2009）
3）　M. Okai, et al.：Proc. Tenth International Conference on the Science and Application of Nanotubes,
　　および（株）日立製作所ホームページ：http://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2009/06/0622.html
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1）　T. Miyoshi et al.：510-515nm InGaN-Based Green Laser Diode on c-Plane GaN Substrate, Appl. Phys. Express 2（2009）062201
2）　Y. Enya et al.：531nm Green Lasing of InGaN Based Laser Diodes on Semi-Polar｛2021｝Free-Standing GaN 
Substrates, Appl. Phys. Express 2（2009）082101
3）　Y. Yoshizumi et al.：Continuous-Wave Operation of 520nm Green InGaN-Based Laser Diodes on Semi-Polar 
　　｛2021｝GaN Substrates, Appl. Phys. Express 2（2009）092101
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　2009 年 8 月に米国ニュー ヨーク大学クーラン研究所






































1）　D. Krishnan, R. Fergus, Dark flash photometry, ACM Trans. on Graphics, 28, 3, August 2009.
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トピックス7　紫外・赤外フラッシュ撮影によるカラー画像生成
図表　 紫外・赤外フラッシュを用いた撮影と画像補正
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文献1）を基に科学技術動向研究センターにて作成



















































各写真中のバー；10ǴmB CFE KJI G DHLA Ａ　円石藻（Gephyrocapsa）4）Ｂ　ヘマトコッカス（Haematococcus lacustris）5）Ｃ　スピルリナ（Spirulina platensis）6）Ｄ　クロレラ（Chlorella vulgaris）7）Ｅ　デュナリエラ（Dunaliella tertiolecta）8）Ｆ　ユーグレナ（Euglena gracilis）4）Ｇ　キートセラス（Chaetoceros calcitrans）9）Ｈ　渦鞭毛藻（Dinophysis acuminata）4）Ｉ　有毒渦鞭毛藻（Alexandrium）10）Ｊ　珪藻（Bacillariophyceae）11） Ｋ　ラフィド藻（Raphidophyceae）12） Ｌ　ボトリオコッカス（Botryococcus）13）A、F、H、Jは電子顕微鏡写真他は光学顕微鏡写真















































































































































































































































































































































































海 色 セ ン サ ー、Sea WiFS（Sea-







































Subarctic Pacific Iron Experiment 













































































































































































tment of Energy）は、2008 年 12 月








類 バ イ オ 燃 料 ワ ー ク シ ョ ッ プ
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微細藻類（マイクロアルジェ）が開く未来
















































































































䊶Algae Fuel Systems 㧔ࠞ࠽࠳㧕 䊶Algodyne Ltd㧔ࠗࠬ࡜ࠛ࡞㧕䊶Aquaflow Bionomics Corporation 㧔࠾ࡘ࡯ࠫ࡯࡜ࡦ࠼㧕䊶Enhanced Biofuels & Technologies India Ltd 㧔ࠗࡦ࠼㧕䊶Oil Fox 㧔ࠕ࡞࠯ࡦ࠴ࡦ㧕 䊶Seambiotic Ltd㧔ࠗࠬ࡜ࠛ࡞㧕䈠䈱ઁ 䊶AlgaeLink㧔ࠝ࡜ࡦ࠳㧕 䊶Bio Fuel Systems 㧔ࠬࡍࠗࡦ㧕䊶Enhanced Biofuels & Technologies 㧔ࠗࠡ࡝ࠬ㧕䊶Kwikpower International 㧔ࠗࠡ࡝ࠬ㧕᰷Ꮊ 䊶A2BE Carbon Capture   䊶Algae Floating systems   䊶AlgaeFuel䊶 Algae Fuel System   䊶AlgaeWheel 䊶Algenol Biofuels 䊶 Algoil Industries 䊶AlgroSolutions 䊶Aquatic Energy   䊶Aurora Biofuels 䊶Bionavitas䊶Blue Marble Energy   䊶Bodega Algae   䊶Cellana 䊶Chevron Corporation 䊶Circle Biodiesel & Ethanol Corporation  䊶Community Fuels 䊶Diversified Energy 䊶Energy Farms   䊶Global Green Solutions   䊶Greenshift 䊶Green Star Products 䊶HR BioPetroleum 䊶Imperium Renewables 䊶Infinifuel Biodiesel 䊶International Energy 䊶Inventure Chemical   䊶Kai BioEnergy 䊶LiveFuels䊶Organic Fuels   䊶OriginOil 䊶PetroAlgae 䊶PetroSun 䊶Phycal䊶Sapphire Energy   䊶Seambiotic 䊶Solazyme 䊶Solena Group   䊶Solix Biofuels 䊶Sunrise Ridge Algae 䊶Sunx Energy 䊶Texas Clean Fuels 䊶Valcent Products   䊶Vertical Algae Biofuel Growing   䊶W2 Energy☨࿖















































































　1,000kg の微細藻類から、400kg の脂質、500kg のた
んぱく質、100kg の糖質が得られるとして、各々の価値




トラスーティカルを含む）と 400kg の飼料（0.75 ユー






これを総合すると、1,000kg の微細藻類は総額 1,646 ユー
ロの価値を有する（1.65 ユーロ／kg）。製造コストを最






















































































































































































1）　藻類 30 億年の自然史　藻類から見る生物進化・地球・環境　第 2 版　井上 勲 著　東海大学出版会
2）　生命の源　マイクロアルジェ　竹中裕行 著　成山堂書店






















13）　JST NEWS, Vol. 6, No.4, July 2009：
　　　http://www.jst.go.jp/pr/jst-news/2009/2009-07/page09.html














No.64　2006 年 7 月号：
　　　http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt064j/0607_03_featurearticles/0607fa02/200607_fa02.html
24）　「黄砂の輸送現象解析システムを開発」　科学技術動向 No.102　2009 年 9 月号
25）　北太平洋亜寒帯域鉄散布実験（SEEDS）ホームページ：http://seeds-exp.jp/index.html
26）　Kudo Isao, Phytoplankton community response to Fe and temperature gradients in the NE（SERIES）and NW（SEEDS）






30）　Yusuf Chisti, Biodiesel from microalgae beats bioethanol, Trends Biotechnol. 26, 126-131（2008）




33）　Tasios Melis, Photosynthetic Biofuels,：http://www.ucop.edu/ott/industry/documents/Melis-CleanTech.pdf
34）　Oak Ridge Associated Universities ホームページ：http://www.orau.gov/algae2008pro/default.htm







39）　Rene H. Wijff els, Microalgae for production of bulk chemicals and biofuels　国際シンポジウム「藻類燃料の開発に関す
る最新の国際動向を探る」（つくば国際会議場）2009 年 8 月 8 日
40）　Sapphire Energy 社ホームページ：http://www.sapphireenergy.com/press_release/4
41）　Rene H. Wijff els, Biofuels from microalgae, Wageningen UR：
　　　http://www.mstonline.de/mikrosystemtechnik/mst-fuer-energie/algen/presentation/wijff els.pdf








46）　Zhiyou Wen and Michael B. Johnson, Microalgae as a feedstock for biofuel production, Virginia Cooperative Extension, 
Publication 442-886,（2009）：http://pubs.ext.vt.edu/442/442-886/442-886.html
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情報通信デバイスで注目される左手系メタマテリアル技術































































































は、 電 話 用 と し て 800MHz 帯・
1500MHz 帯・2GHz 帯 が、GPS 用
には 1.57GHz が、ワンセグ TV 用










































































間の干渉を 20 分の 1 に低減する
ことが実験で確かめられている 11）。
情報通信デバイスで注目される左手系メタマテリアル技術
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合をピーク値で約 1／ 1500 程度に
することが可能である。このよう
な阻止特性を、EBG（electromag-
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テナ）は、76 ～ 77.5GHz で左手系
の動作すなわちバックワード波に










表 9 の漏洩波アンテナ素子を 2 つ
並べてアレイ化して性能を向上さ
せる利用法も検討されている。76




















































Photocourtesy㧦Duke Univ. 䊜䉺䊙䊁䊥䉝䊦䊡䊆䉾䊃䉶䊦約 30 mm
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　次に、データベースのうちのひ
















































注1：用いたデータベースとキーワードは以下の通り（検索日は 2009 年 8 月 12 日）。
　1）ISI Web of Knowledge （THOMSON REUTERS 社）
　　　キーワード 1：metamaterial OR metamaterials/　ヒット件数：3697 件
　　　キーワード 2：（キーワード 1）AND "left* hand*"/　ヒット件数：1024 件
　2）SCOPUS （Elsevier 社）
　　　キーワード 1：metamaterial OR metamaterials/　ヒット件数：3801 件




　1）日本（検索日は 2009 年 8 月 7 日）
 　特許庁データベースで検索
 　キーワード：メタマテリアル／メタマテリアル　and（左手系　or　CRLH）
　2）米国＆欧州（検索日は 2009 年 8 月 10 日）
 　米国は米国特許商標庁（USTPO）で検索
 　欧州は欧州特許庁（EPO）で検索
 　キーワード：metamaterial ／ metamaterial and （CRLH or "left handed"）
図表 13　メタマテリアルの論文発表件数の推移
科学技術動向研究センターにて作成
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a）メタマテリアル b）左手系メタマテリアル
情報通信デバイスで注目される左手系メタマテリアル技術
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図表 14　メタマテリアルの論文発表件数の国別比較
科学技術動向研究センターにて作成
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a）メタマテリアル b）左手系メタマテリアル
図表 15　サイエンスマップ 2006 に見るメタマテリアルの
　　　　　研究領域
出典：参考文献2）
論文データベース分析（2001 年から 2006 年）による
数の約 6 分の 1）である。一方で、
日本の論文数は 40 件強で、2007
年までの特許出願が 30 件強（論文
件数の約 4 分の 3）となっている。
また、ISI Web of Knowledge を用
いて、日本の論文数の約 40 件を所
属ごとに分類すると、企業からの






















　2008 年から 2009 年に行われた
（または開催予定の）マイクロ波領
域の代表的な国際学会において、
例 え ば、IEEE MTT-S 主 催 の
International Microwave Sympo-




ence 2009（10 月、欧州）では、67 セッ
ション中の 3 セッションと、21 ワー
クショップ中の 2 ワークショップ
が設けられている。日本で行われ
た Microwave Workshops and 










Pacific Microwave Conference が一
定の存在感を持っているが、2009
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